
美
術
工
芸
研
究
室

絵
画

奈

良

県

下

仏

画

調

査

報
正k
� 

年
報
の
創
刊
を
機
に 、

私
が
研
究
所
に
赴
任
し
て
以
来
約
五
年
間 、

奈
良
県
下

を
調
査
し
て
廻
り 、

そ
の
際
に
偶
目
す
る
を
得 、

或
は
叉
従
来
か
ら
知
ら
れ
乍
ら

も
公
表
の
機
会
に
忠
主

れ
な
か
っ
た
仏
函
類
の
う
ち 、

特
に
優
秀
な
も
の
を
寺
社

別
に
整
辿
し
て 、

大
方
の
使
に
供
し
た
い
と
忠
ヲ 。

但
し 、

こ
こ
に
通
称
南
部
じ

大
寺
な
る
奈
良
市
周
辺
の
諸
r一ヘ

寺
に
つ
い
て
は 、

そ
の
一

部
は
既
に
調
査
済
み
で 、

公
表
し
た
も
の
も
あ
る
が 、

克
に
将
来
十問
都
諸
大
寺
の
絵
画
に
関
す
る
綜
合
目
録

を
も
意
図
し
て
い
る
の
で 、

紙
面
の
都
合
も
あ
っ
て
こ
れ
を
割
愛
し
た
υ

又
従
来

奈
良
県
下
仏
画
川
古
報
告

1 

（

1
）

 
か
ら
同
家
の
指
定
を
受
け
て
い
る
も
の
も
省
略
に
附
し
た
υ

以
下
諸
寺
社
の
仏
画
を
列
記
す
る
に
当
っ
て 、

時
代
の
余
り
に
降
っ
た
も
の
は

こ
れ
を
除
き 、

主
と
し
て
室
町
時
代
主
で
の
秀
作
の
み
を
紹
介
す
る
に
留
め
た
U

尚
上
段
に
O
印
を
附
し
た
も
の
は
と
り
わ
け
優
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
。

又
紙
数
の
関
係
上
十
分
説
き
尽
し
難
い
優
品
に
つ
い
て
は 、

あ
ら
た
め
て

詳
述
す
る
機
会
を
持
ち
た
い
U

庚

堂

生
駒
郡
片

桐

町

・甲

一

同
一

ヤ
庚
申
品川
と
称
し 、

寺
伝
で
は
川
府
年
中
（
民
日
切
一明）

に
建
立
を
見 、

以
後
民
間
に
特
殊
な
信
仰
を
得
た

。

従
っ
て
同
寺
の、
王
な
も
の
は
仰
れ
も
後
世
の

寄
進
に
な
る
Q

先
づ
庚
申
信
仰
の
本
尊
で
あ
る
背
面
金
剛
に
注
目
し
た
い
。

。
点目一
間
金
剛
像

一

一附

（
U
川
紀）

山
川
本
有
色

小
画
面
中
央
に
二
鬼
上
に
立
つ
三
目
凹
替
の
青
面
金
剛
像
を
配
し 、

左
府
に ．
一

童
子 、

下
方
に
川
鬼
神
を
拙
く 。

細
勤
線
を
駆
使
し
概
め
て
刺
密
の
彩
色
を
施
す

手
法
は 、

古
い
装
飾
経
な
ど
に
近
い

。

画
面
の
周
囲
に
は
紗
に
裏
箔
を
施
し
た
古

青面企Ji!11] 1＇象

（
山川
）

同ω－
P
日

（

山小川
）

N
仏・

印
n
B

ト「
1

7
1

 

il司l担

L川叩E

出1図

と
変
色
が
著
し
い
。

い
表
装
部
分
を
留
め
興
味
深
い

。

四
天
王
寺
庚
申
常
の
伝
来
と
伝
う 、

柳
か
破
損

11 



奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

青
回
全
剛
像

（
節
1

凶）

Hト

（
白
川
紀）

山
本
若
色

（
照）

8・
0n
目

ω
小山
・

0
口
昌

（
仙）

前
者
一L
比
し
て
画
商
は
は
る
か
に
大
き
い
が 、

構
図
た
ど
前
者
と
殆
ど
具
ら
な

い
。

た
だ
彩
色
千
法
共
大
ま
か
で 、

南
都
系
仏
酉
の
風
趣
を一
不
寸 。

時
代
は
前
者

よ
り
や
や
降
る 。

東
大
寺
戒
壇
院
什
物
と
伝
う
υ

大
般
若
十
六
書
材
凶

（
日
世
紀）

制
点
汗
色

－Af寸 E1
河川

41

’山中

一
一山
半
（
利
一川ωゅ・
骨
ヨ）

（
堅）

H
H
H・
印リ
日

（
砧）

問
。－

P
B

12 

上
下
左
右
に
切
り
つ
づ
め
が
あ
る 。

通

途
の
も
の
に
比
し
て
古
様
且
つ
異
形
を
示
し 、

彩
色
に
は
金
泥
切
金
な
y」
を
用
い

な
い
。

も
と
鏡
作
神
宮土寸
（
奈
良
県
磯
城
郡
都
村
に
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る）

の

破
損
と
共
に
後
補
が
か
な
り
ひ
ど
く 、

什
物
と
伝
う 。

仏
浬
撰
図

中国

15 
日
紀、
、J

細
心本
著
色

叫』
川
J
1

 

副
一
鋪
（
判
川
包－
W
E）

（

wtI
）

 

EK肝－
r
E

（
梢）

H
H
G－

r
B

 

図

疎
絹
を
用
い
る 。

南
都
系
絵
仏
師
の
作 。

こ
の
他 、

弘
法
大
師
像 、

天
弓
愛
染
像 、

高
野
凶
社
明
神
像
の
三
幅
対 、

天
川

弁
才
天
秘国
史
茶
羅
一

一帽 、

等
見
る
べ
き
も
の
あ
り 、

又
襖
絵
と
し
て
望
月
玉
柏町
の

神
仙
図
が
注
目
に
値
す
る 。

迎

松

尾

寺

大
和
1:11 
111 

市
矢
田
fl汀

来来

初
午
で
高
名
の
松
尾
寺
も
そ
の
史
実
に
は
乏
し
く 、

中
世
以
後
修
験
的
な
道
場

と
し
て
推
移
し
た
ら
し
い
事
が
想
像
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。

絵
画
に
は
比
較
的
密

教
系
の
も
の
が
多
い

。

尚
釈
迦
八
大
菩
薩
像
の
み
は
重一
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け

聖第2図

て
い
る 。

。
聖
衆
来
迎
図

（
第
2
図）

一

幅

（
日
由
紀）

柏
木
署
色

副
一
鋪
（
両
側
一川
狭
し）

H
2・
0n
自

（
竪）

掛
111面

（
桃）

∞
H・
hFの
日

極
め
て
古
様
の
来
迎
図
と
見
ら
れ 、

中
尊
を
と
り
ま
く
七
尊
は
二
比
丘
形
を
混

え 、

そ
の
配
列
に
は
長
茶
維
的
な
も
の
を
感
じ 、

京
都
安
楽
寿
院
本
（
重
要
文
化



財）
に
酷
似
す
る 。
別
に
日
批
紀
頃
の
釈
迦・
弥
陀
発
遣
来
迎
図一
幅

｜｜（
堅）

ロ。－
P
E
（
仙）
2・
r
自
が
注
目
さ
れ
る ヮ

。
仏
眼
u

罪合雑

1届

14 
lit 
紀
」／

柄
本
背
色

（

川町
）

（

州
、）

印∞n
日

以
町

h
ET

イlb

JHHa

吋Hn
B

や
や
呉
形
の
仏
限
必
茶
羅
Q

図
像
的
に
注
目
さ
れ
る 。
彩
色
が
鮮
明
で
美
し
い 。

こ
れ
よ
り
や
や
降
る
時
代
の
尊
勝日
早合
雑
｜｜

（
照）
E
r
日
（
柿）
芯－
P
E

！ー

尊
勝 、
愛
染 、
不
引
三
体
の
人
の
昆
犬山
持 、
ほ
ぼ
同
本
を
河
内
金
剛
寺
に
蔵
寸
る

（
重
要
文
化
財） 。

弥
勅
菩
薩
像
一
一帽

阿川
いか
詐
色

白
川

（山明さ

定
印
の
上
に
冗
輪
塔
を
保
つ 、
．九
日
常
任
を
着
す
る
菩
薩
形
c

ム口
出
そ
の
他
の

彩
色
は
晴
夫
で 、
市
都
系
仏
回
に
屈
す
る ペ

如
意
輪
観
音
像
一
一山

（
店
佐
紀）

mv印・印のロ戸

お－
F
E

（
日
冊一
紀

柏
木
古
色

JAゲj －
1

H川

：4よ

日川l

’A’b咽目，・

ld引UU川JI

一
回
中寸
r

剤
師
ω
印－

r
E

（
川町

C日・印。
ロJH

（
杭）
日戸
町のロ戸

六
骨
の
如
意
輪
観
音
は
岩
路
上
に
あ
り 、
そ
の
右
辺
に
爆
布
と
奔
流
と
二
童
子

を 、
左
下
方
に
竜
を
描
く
異
色
あ
る
作
品 。
題
し
て
石
山
如
意
輪
観
音
と
い
う 。

大
成
徳
田
王
像
一
幅

品
川
紀）

柏
木
汗
色

111
 

柱
仏

一
・川
半ド
（
仙
一川
kE
2
g

口一1・
Nn
E

（

同町
〕

1Nt 

。印・
∞の
ロJH

時
代
は
降
る
が
唐
招
提
寺
本
（
重
要
文
化
財）
L一
同
形
の
像 ω

。
愛
染
明
王
削除

中国

（
比
世
紀）

川川
本
汗
色

（

MM
U

 

社＋

∞Nn
ロJH

AF
H

C
HH
 

手、
Z
4
又

1
M
｛
h
i
－

－HU
凶一、
L
J
i
二
」

プ
λ
l
J

Uニ
wr
川仰ト
司
げ
寸
l
剖
帆
』
仁

通
途
の
愛
染
明
主
像 、
朱
肉
身 、
朱
円
光 、
宝
瓶
上
に
坐
す 。
作
風
優
秀 。
尚

同
寺
に
は
日
世
紀
頃
の
天
弓
愛
染
明
王
像
の
ほ
か 、
同
形
の
愛
染
明
王
像
二
種
が

あ
る 。愛

染
明
王
像

柏
木
署
位
制
脈

（
出）

可－
r
E

F
D

ル
HJ

J
〕
J

1
i

ll
－

q
引げ
＼

一
副
半
（
畑
一附
包－
r
B）

（

限一位

戸。n
E

衣
文
に
盛
上
げ
彩
色
多
用 、
下
方
に
石
畳
あ
り 、
左
右
に
夫

三栄
迎
形
の
十一

面
観
音
立
像
と
八
皆
弁
才
天
立
像
を
配
す
る
異
形
の
も
の 。

こ
の
他
や
や
見
る
べ
き
も
の
と
し
て 、
紅
頗
梨
色
阿
弥
陀
如
来
像 、
来
迎
形
十

一
面
観
音
菩
薩
像
各一
幅 。
不
動
明
王
二
童
子
像二一
種二一
幅
峠一す
が
あ
り 、
山
田
道

安
筆
と
伝
え
ら
れ
る
市
守
長
者
像一
一幅
も
か
な
り
高
名
で
あ
る

υ

,-,....,. 

ヲ三

。童

生
駒
山
片
的
町
小
半
尼

寺

生
駒
郷
の
古
剃
で 、
室
町
初
期
の
本
堂
に
は 、

図
の
時一
一闘
が
拙
か
れ
て
い
る 。

地
蔵
十
王
図 、
普
賢
十
羅
判
女釈迦三尊像Sf� 3 l:ZI 

13 
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阿
弥
陀一一一
尊
像

（
UH
川
紀）

幅

山川
ぃ午
汗
仏］

トfl
トlA
ドH1

4dJ
J川’

（
竪）

（
仙）
印
日
Aリ
H
HH

］戸印。口同

切
企
の
削
微
な
好
み
は 、
余
り
古
く
川
り

得
な
い 日
一一
草し
f一
JU
立
像
で 、
’
荒
川一

j
i

 

形
を
示
寸
が 、
仮
み
が
ひ
ど
い じ

釈
迦 ．
二
尊
像

ヘ

5

L
l・
－
し

－

｜

f

可i

111

0州作

ijl&\ 

（
出
3
M
）

約
七本
庁
己

戸一
山町）
∞。n
E

hF印。
日

（

川川川
、
）

u卜

前
者Lし
川共
り

切
金
宇一
月
い
ず 、
多
彩
な
極
め
る
趣
味
は
市
都
系
仏
両
の
典
明
で

あ
る け
協
侍
は
夫
々 、

獅
子
と
象
に
呆
る 一り
時
代
は
や
や
降
る
で
あ
ろ
う い

汁は→
j一

T三

!:II 

刷
JIIJ 
w 
｜ー｜

寺

ネ話

寺
史
い
詳
で
な
い
Q

鎌
倉
後
期
の
木
賞
内
陣
に
は
柱
に
阿
川介
の
諸
尊 、
長
押
や

小
位
に
飛
天
や
千
休
仏
を
拙
き
甚
だ
興
味
深
い 。

。
寸〈
殊
諸
尊
来
迎
図

。肩

（
白
川
紀）

J4 

板
絵
著
色

（

川市4
）

jJ± 

口
H．
∞n
E

（
柿）
∞吋・
∞n
B

文
殊主口
薩
は
党
筏
と
剣
を
持
っ
て
獅
子
に
跨
り 、

八
大
童
子
と
見
ら
れ
る
諸
脇

件付
を
従
え
て
雲
に
乗
り

来
迎
す
る
如
く
に
見
え
る
Q

変
顔
色
と
剥
落
の
た
め
原
容

は
著
し
く
失
わ
れ
て
い
る
が 、
来
迎
形
文
殊
諸
尊
像
は
珍
し
い c

五

大

北
葛
城
郡
広
陵
町
持
出

ネ目

寺

不f}JfリJ王：てi'i'i:干似

そ
の土日
東
西
両
寺
を
中
心
に
多
く
の
堂
舎
を
有
し
た
こ
の
寺
も
今
は
企
く
疲
弊

し
て
い
る 。
し
か
し
そ
こ
に
遺
存
す
る
仏
画
に
は
見
る
べ
き
も
の
が
少
く
た
く 、

往
時
を
偲
ぶ
に
足
る 。

両
目介
長
茶
羅

双
一附

（
日
世
紀）

h川
本
芹
色

叫
一川

（
附
L）
HU
P
E

（
川）
HNOn
E

も
と
小
町
原
天
徳
院
公
的
野
山）
の
什
宝
た
り
し
も
の 、
後
年
同
寺
に
流
入
し

た
と
凡
ら
れ
る
U

保
存
の
よ
い
彩
色
の
芙
し
い
も
の
で
あ
る 。

仏
但
娯
図
一
幅

川川
ボ
芹
白

川
一州

一 ．一
一川一
鋪

釈
迦
三
尊
十
六
普
神
図

川川
山本
芹
仏］

（
比
川
紀）

（附
J

）

HNhF・
問。
H
H
H

�、

Wi 

。。の
ロJH

「
A
せ

凡
川一

コ
U
J

／
1ょ

l
l’
ψ品
小、、

一
山一
的

（
出）

に切の
日

（
砧）

ト？
l

E1J
Hht

 

J
l

 

U1Nn
E
 

市4「ミ！

共
に
細
か
い
絹
地
に
美
し
い
彩
色
と
細
い
切
金
を
施
す 、
制
作
も
ほ
ぼ
同
じ
頃

と
忠
わ
れ
る 。
所
謂
南
都
系
絵
師
の
作 、
共
に
E
徳
六
年
（
口
広）
同
寺
東
寺
西

方
院
に
於
て
修
補
か一
見
て
い
る 。

四
昨日
不
動
明
王
二
童
子
像

二一
副一
鋪
（
両
側
狭
し）

（
日
山
紀）

幅
（
第
4
図）

（
砧）

（
堅）
HNA悼
の

E

。。
口肖

和
木
署
色

J
ホtTH
ill

 

ιAab

品川T



　
明
王
は
立
像
、
右
手
は
蓮
花
と
剣
　
左
手
は
三
鈷
戟
と
索
、
水
波
上
岩
座
に
立

つ
、
盛
上
げ
彩
色
の
傾
向
を
帯
び
、
切
金
を
用
い
ず
金
泥
を
主
と
す
。
古
様
の
図

像
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

○
弘
法
大
師
像
　
一
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
世
紀
）

　
　
絹
木
署
色
　
掛
幅
　
　
三
剛
一
鋪
　
　
（
隠
ご
　
１
０
１
.
　
５
ｃ
ヨ
　
　
（
描
）
呂
ｎ
日

　
箱
書
に
よ
札
ば
も
と
永
久
寺
学
侶
方
の
も
の
、
彩
色
は
淡
白
に
し
て
筆
格
は
す

ぐ
れ
て
い
る
。

○
益
信
・
聖
宝
両
僧
正
像
　
双
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
既
紀
）

　
　
拓
木
署
仙
】
　
掛
帽
　
　
（
竪
）
　
５
４
.
　
５
ｃ
ｍ
　
　
（
福
）
３
２
.
　
２
ｃ
ｍ

　
粗
い
絹
地
に
も
拘
ら
ず
細
い
筆
使
い
は
、
性
格
描
写
に
富
み
、
｡
'
.
I
の
種
画
像
と

し
て
は
逸
品
。
上
部
に
は
賛
文
が
あ
る
。

　
尚
大
福
寺
に
は
こ
の
他
に
、
天
文
し
二
年
（
ぶ
台
）
の
年
記
を
有
す
る
上
一
天

像
ト
ニ
幅
、
天
文
一
五
年
（
自
台
）
の
㈲
口
血
‥
万
言
竺
幅
、
天
文
一
八
年
（
自
治
）

の
真
言
八
祖
像
八
幅
、
文
亀
三
年
（
１
５
７
２
）
の
天
神
像
一
幅
等
あ
り
、
何
れ
も
時

代
に
比
し
て
古
様
で
筆
格
高
く
且
つ
保
存
が
よ
い
。
こ
壮
ら
に
は
共
通
し
て
南
都

系
仏
画
の
傾
向
が
濃
厚
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
六
　
室
　
　
生
　
　
寺
　
　
　
　
　
　
宇
陀
部
室
生
村

　
同
寺
の
絵
画
と
云
え
ば
、
金
堂
後
壁
の
帝
釈
天
曼
荼
羅
と
金
堂
諸
仏
の
彩
色
光

背
に
よ
っ
て
著
名
で
あ
る
が
、
掛
幅
図
と
し
て
は
次
の
如
き
什
宝
を
蔵
す
る
。

　
両
外
曼
荼
羅
　
双
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
世
紀
）

　
　
帽
七
良
‥
色
　
掛
川
　
　
こ
ご
　
２
０
９
ｃ
ヨ
　
　
(
福
）
　
１
８
８
ｃ
ｍ

　
破
損
少
く
、
彩
色
・
切
金
等
に
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
が
、
尊
像
の
配
置
に
は

　
　
　
　
　
　
介
良
県
ド
仏
画
訥
斤
報
告
　
Ｉ

や
や
崩
れ
が
見
ら
れ
る
。

　
釈
迦
三
尊
十
六
善
神
図
　
一
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
世
紀
）

　
　
絹
木
著
色
　
掛
幅
　
　
三
川
一
鋪
（
両
側
幅
狭
し
）
　
　
（
竪
）
　
１
２
３
.
　
５
ｃ
ｍ

　
　
（
横
）
　
７
９
.
　
７
ｃ
ｍ

　
十
六
善
神
に
阿
難
・
法
涌
・
玄
奘
・
深
沙
大
将
を
伴
う
、
上
方
に
霊
鷲
山
あ
り
、

下
段
に
水
波
あ
り
、
波
文
翻
転
著
し
、
文
亀
二
年
（
ぶ
呂
）
の
修
理
銘
を
有
し
、

慶
応
三
年
郡
山
高
島
家
か
ら
の
寄
進
と
な
す
。

○
善
如
竜
王
図
　
一
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
世
紀
）

　
　
絹
木
署
色
　
掛
幅
　
　
（
竪
）
　
９
１
.
　
５
ｃ
ｍ
　
　
（
枇
）
　
３
８
.
　
５
ｃ
ｍ

　
古
来
室
生
寺
の
秘
宝
、
細
絹
に
極
め
て
細
麗
の
筆
、
緑
色
の
顔
に
は
宝
冠
を
頂

き
、
朱
衣
の
上
に
は
群
青
緑
青
交
り
の
雲
文
、
輪
宝
文
を
散
ら
す
。
全
休
黒
ず
ん

で
破
絹
も
か
な
り
に
及
ぶ
。
佳
昌
院
の
修
補
に
か
か
る
蒔
絵
箱
に
納
廿
。
尚
他
に

竜
王
像
二
三
幅
あ
り
。

○
真
言
八
祖
図
　
八
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
世
紀
）

　
　
絹
木
著
色
　
掛
幅
　
　
三
副
一
鋪
（
絹
幅
４
３
.
　
７
ｃ
ｍ
）
　
　
（
竪
）
　
大
約
１
６
７
ｃ
ｍ

　
　
（
横
）
　
１
４
２
.
　
５
ｃ
ｍ

　
通
途
の
八
祖
画
像
、
但
し
筆
格
高
く
古
勁
の
線
と
淡
彩
の
故
に
、
漂
灘
と
し
た

大
き
さ
を
感
ぜ
し
め
る
佳
品
、
明
暦
（
１
６
５
５
頃
）
、
享
保
、
明
治
初
と
修
理
を
重
心
、

保
存
良
好
、
一
部
賛
あ
り
。

○
理
源
大
師
像
　
一
幅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
世
糾
）

　
　
絹
木
署
色
　
掛
幅
　
　
三
幅
一
鋪
　
　
（
竪
）
　
１
７
９
ｃ
ｍ
　
　
（
枇
）
　
１
１
８
.
　
８
ｃ
ヨ

　
色
彩
は
淡
白
で
淡
緑
以
外
は
殆
ん
ど
目
立
だ
な
い
。
破
損
ひ
ど
く
頭
部
の
大
損

著
し
い
の
が
惜
ま
れ
る
。
或
は
前
記
八
祖
像
と
同
時
の
作
か
。
理
源
大
師
に
誤
な

１

μ



奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

し
と
す
れ
ば
古
像
に
属
す。
上
部
に
賛
あ
り。

尚
室
生
寺
に
は
以
上
の
他
に、
著
名
な
南
蛮
風
俗
図
界
風
六
曲一
双、
及
び

ゃ
見
る
べ
き
も
の
と
し
て
仏
浬
繋
図、
弥
勤
菩
薩
像、
聖
徳
太
子
像
各一
一崎、
室
生

寺
特
有
の
も
の
と
し
て
宝
珠
長
茶
線、
土
心
水
師
像
各一
一幅
等
が
あ
る。
永
正
九

年
〈
H
U
H
N〉
の
年
記
あ
る
宝
飯
印
舎
利
塔
に
は
不
動
愛
染
四
天
王
の
扉
絵
が
あ
る。

蔵

宇
陀
郡
大
宇
陀
町
栗
野

子

奥
竜
門
の
名
刺
で
あ
る
大
蔵
寺
は、
往
時
芳
野
カ
E
伊
賀
方
間

試
け
る
道
筋

に
あ
た
っ
た
も
の
と
考
え

れ
る
が、
現
在
は
訪
れ
る
人
も
稀
で
あ
る。

双
幅

両
昇
長
茶
繰

年
。ω∞白）

応
永

和
本
脊
色

掛
一附
ハ
竪）

細
密
な
彩
色
手
法
を
駆
使
し、
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
る。
箱許

区∞・
∞の
ヨ

ハ
横）

おむの
B

」
「
応
永

年
南

（
八
月〉
之
天」
と
あ
る
の
を
制
作
年
次
と
考
え
て
よ
し
で
あ
ろ

O
聖
衆
来
迎
図

中高

ハ
リ此
世
紀〉

16 

若
色

副

tt十

鋪
（
利
幅
hF

M百

日）

（
竪）

ロN－
r
B

（
柿）

E・
0n
B

中
央
向
っ
て
左
上
よ
り
右
下
に
阿
弥
陀
如
来
及
び
廿
六
体
の

薩
衆
が
来
迎
す

る。
上
限
に
根
楽
浄
土
宮、
下
段
に
裟
婆
世
界
の
光
景
を
往
生
者
の
邸
と
共
に
描

き、
右
辺
に
は
雲
中
無
数
の
立
像
型
小
化
仏
を
配
す
る。
細
綴
な
切
金
文
の
趣
向

ま
余
り
淵
り
得
な
い。

釈
迦
三
尊
十
六
善
神

中高

ハ
白
川肌
紀〉

丙

絹
本
著
色

掛
一帆

（
竪）

（
横〉

通
途
の
作
品。
貞
享
三
年
（
H

8
3

の
修
理
銘
を
有
す
る。
尚
同
時
修
柿
の
イ

－ノ
羅
漢
十
六
幅
あ
り。

言
八
祖
図

H
O
寸－

r
B

m
N・

日♂
B

八
隔

〈
回
世
紀）

判1 �守｛忽

如
水
許
色

掛
一肌

（
堕〉

〈
桃）

室
町
期
特
有
の
粗
絹
な
れ
ど
古
様
を
保
つ
佳
品。
よ
き
粉
本
に
よ
る
転
写
本、

上
部
に
賛
あ
り。
破
損
か
な
り
著
し
い。
他
に
や
や
時
代
の
降
る
弘
法
大
師
像

幅
あ
り。

吋N－
mn
g

ω吋・
∞n
B

神
将
像

ハ
第
5

〈
日
世
紀〉

。
十

一
卜

板
絵
著
色

約
gn
B

（
横）

約
gn
B

額
装

（
竪）

十

非
常
に
個
性
的
な
特
異
な
像
容
は、
古
し
図
像
に
よ
っ
た

京一を
示
し、
興
福
寺

蔵
板
彫
十
二
神
将
を
想
起
せ
し
め
る。
も
と
は一
連
の
板
壁
画
で
あ
っ
た
も
の
を

一
体
づ
っ
切
断
し
額
装
に
し
た
ら
し
く、
切
断
面
は
区
々
で
新
し
い
板
を
継
い
で

長
方
形
に
作
上
げ
て
い
る。
本
堂
本
尊
薬
師
如
来
（
ロ
世
紀
頃）
の
外
護
の
役
を

勤
め
た
も
の
で
あ
ろ
う。
更
に
細
説
を
期
す。

第5図



尚
同
寺
に
は
こ
の
他
に 、

斯
界
に
著
名
な
聖
徳
太
子
絵
伝一
一
幅
を
蔵
す
る
が 、

私
は
こ
れ
を
調
査
し
て
い
な
い 。

他
に
延
徳
二
年
（
E
8〉

施
人
の
内
野
大
師
行

状
絵
伝
十
巻
が
あ
り
ほ
ぼ
そ
の
頃
の
作
で
あ
ろ
う 。

卜
二
天
立
像

幅

繋
図
一
一問 、

等
も
室
町
期
を
降

こ
の
他
に
調
査
を
行
っ
た
所
と
し
て
吉
野
郡
下
市
町
内
の
願
行
寺 、

滝
上
寺
等

が
あ
る
が 、

そ
れ
ら
の
詳
細
は
近
頃
上
梓
を
見
た
大
和
下
市
史
に
説
明
を
試
み
た
。

叉
生
駒
郡
生
駒
神
社
の
生
駒
員
茶
緩
に
つ
い
て
は 、

吋∞
N

号
の

部
に
附
説

し
た
の
で
共
に
省
略
に
附
し
た 。

イム
迎

な
い
も
の
で
あ
る 。

仏
両
凋
内
報
告

奈
良
県

8

1 

図

版

解

説
薬

師

如

木
造
添
箱

、】，，

込I／.‘

イ象

.,':rJ,. 

ノ

披

羅

箆

じf

保一
向
4
M八日一 ．
寸
点
分

与
願
施
無
mX
印
の
通
仏
本
に
楽
蛍
を
持

た
楽
師
如

来
で 、

い
わ
ゆ
る
半
丈
六
の
坐
像
で
あ
る 。

見
る
か
ら

に
堂
々
と
し
た
風
姿
を
も
っ
た
も
の
で 、

彫
り
の
調
子

も
力
強
い

。

こ
の
様
式
や
手
法
な
ど
は 、

藤
原
前
期
の

正
暦
阿
年
（
$ω）
の
納
入
文
書
を
も
っ
滋
賀
県
議ロ
水
寺

の
薬
師
如

来像
に
よ
く
似
た
も
の
で 、

あ
る
い
は
そ
れ

よ
り
も
多
少
古
い
よ
う
な
と
こ
ろ
も
見
う
け
ら
れ
る 。

そ
れ
だ
け
に
な
か
な
か
し
っ
か
り
と
し
た
好
い
像
で
あ

る 。
こ
ん
な
も
の
が
未
だ
あ
ま
り
人
に
知
ら
れ
ず
に
残

っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
う 、

六
波
羅
蜜
寺
は
や
は
り
伝

統
の
古
い
名
刺
で
あ
る 。

岡1
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